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平成 22 年 3 月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年 3 月期（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）の業績

予想（平成 21 年 5 月 14 日発表）を下記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 22 年 3 月期第 2 四半期累計期間業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月

30 日） 

（１）連結業績予想の修正 

                                             （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想（A） 

（平成 21 年 5 月 14 日発表） 143,700 1,700

 

3,800 1,900

今回修正予想（B） 144,300 8,200 10,300 6,400

増 減 額（B-A） 600 6,500 6,500 4,500

増 減 率（％） 0.4 382.4 171.1 236.8

（参考） 

前期実績(平成 20 年 9 月期） 164,986 1,286

 

3,292 △1,220

（参考）１株当たり予想当期純利益 260 円 43 銭 

 

（２）個別業績予想の修正 

･                                                   （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想（A） 

（平成 21 年 5 月 14 日発表） 122,600 500

 

2,500 1,300

今回修正予想（B） 129,300 8,700 10,600 5,500

増 減 額（B-A） 6,700 8,200 8,100 4,200

増 減 率（％） 5.5 1,640.0 324.0 323.1

（参考） 

前期実績(平成 20 年 9 月期） 139,970 △597

 

1,362 △1,905

（参考）1 株当たり予想当期純利益 221 円 36 銭 

 

 



２． 平成 22 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 

（１）連結業績予想の修正 

                                             （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想（A） 

（平成 21 年 5 月 14 日発表） 291,900 10,500

 

14,200 7,800

今回修正予想（B） 291,900 15,000 18,500 11,300

増 減 額（B-A） － 4,500 4,300 3,500

増 減 率（％） － 42.9 30.3 44.9

（参考） 

前期実績(平成 21 年 3 月期） 324,563 12,214

 

16,225 5,622

（参考）1 株当たり予想当期純利益 461 円 45 銭 

 

（２）個別業績予想の修正 

･                                                   （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想（A） 

（平成 21 年 5 月 14 日発表） 249,400 7,700

 

10,700 5,900

今回修正予想（B） 254,000 15,500 18,300 9,900

増 減 額（B-A） 4,600 7,800 7,600 4,000

増 減 率（％） 1.8 101.3 71.0 67.8

（参考） 

前期実績(平成 21 年 3 月期） 277,759 8,389

 

11,749 3,245

（参考）１株当たり予想当期純利益 399 円 74 銭 

 

 

３． 修正の理由 

当社グループの主たる事業であるテレビ放送事業は、広告市況の低迷が引き続くものと予想されること

から、収益面におきましては依然として厳しい状況が続くものと見込まれます。 

このような厳しい経営環境に対応するため、全ての費用項目につきまして、継続的な費用削減努力を

行っており、その効果が現れてきております。当第2四半期連結累計期間以降も引き続き、このコストコント

ロールを継続することから、平成 21 年 5 月 14 日公表の業績予想を連結、個別ともに修正いたします。 

なお、配当予想につきましては、平成 21 年 5 月 14 日に公表した予想に変更はございません。 

 

 

（注）上記の業績予想は本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであります。実際

の業績は今後様々な要因により、上記の予想数値と異なる可能性があります。 

 

以  上 


